
「安全保障輸出管理」とは 

今の世界は平和ですか？ 
安全で安心できる世界ですか？ 
まだまだ安全で安心のできる世界ではありません． 
世界の多くの所で武器が使われ大量破壊兵器の存在が 
人々を不安に陥れています．

国際社会においては 
　平和と安全の維持の為に 
　　　大量破壊兵器の拡散防止と 
　　　通常兵器の過度の蓄積を防止するよう 
　ルールを決めて守ろうとしています.
それは危険な国やテロリストに大量破壊兵器を
使わせないように働きかけることです． 

世界には武器や兵器の使用を抑制する取り決めがあります． 
【国際条約】
　　　　　　ＮＰＴ（核兵器不拡散条約） 
　　　　　　ＣＷＣ（化学兵器禁止条約） 
　　　　　　ＢＷＣ（生物兵器禁止条約） 
【国際レジーム】
　　　　　　ＮＳＧ（原子力供給国グループ） 
　　　　　　ＡＧグループ（化学・生物兵器） 
　　　　　　ＭＴＣＲ(ミサイル関連機材・技術輸出規制） 
　　　　　　ＷＡ（通常兵器規制） 
多くの参加国が平和で安全を維持するための活動を行っています． 

該非判定 
　　　海外に物を輸出したり、技術を提供するとき 
　　　・どんなものを（リスト規制品） 
　　　・誰に（需要者確認） 
　　　・何に使うために（用途確認） 
を管理することで大量破壊兵器の使用を防ぐことができます． 
この手続きを該非判定といいます． 
輸出者責任において 
　　　　　きちんと法を守り 
　　　　　　大量破壊兵器の拡散防止や 
　　　　　　通常兵器の角の蓄積を防ぐように 
　　　　輸出者全てが認識することが必要です． 

『こんな製品を輸出しようとされている企業の方へ』
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